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高規格幹線道路とは

昭和６２年、道路審議会の答申に基づいて決定された高規格幹線道路網として、全国的な自動車道交通網
を構成することで高速交通サービスの全国的な普及、主要拠点間の連絡強化を目標とし、地方中枢、中核都
市、地域の発展の核となる地方都市およびその周辺地域等から、おおむね１時間程度で利用が可能になるよう、
およそ１４,０００ｋｍで形成される自動車専用道路のことです。
高規格幹線道路は、広域的な交流を促進し、地域間連結を図るための広域的な幹線道路のマスタープラン

である広域道路整備基本計画に位置付けられています。

令和元年9月30日現在

■路線別進捗状況

令和元年9月20日現在

高規格幹線道路の整備体系

高規格幹線道路ができるまで
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